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Ａ．研究目的 

自己免疫性膵炎治療中の病状の把握は画像上の膵

腫大、膵管狭細像の変化や IgG4の数値などであ

る。しかしながら実際の膵臓の主たる機能である

膵外分泌能が改善し保たれていることを簡便に評

価することにより新たな病状把握および治療介入

の長期的な意義の評価が可能となる。われわれは

簡便に膵外分泌機能を測定するシネダイナミック

MRCPを用いた膵液流を定期的に測定することで

自己免疫膵炎の病状を評価した。 

 

Ｂ．研究方法 

 患者自己免疫膵炎患者を対象とした。膵管が十分

描出され胆管と分離されている 2D thick-slab 

coronal MRCP 画像上で、20mm 厚の反転パルス

（TI＝2200msec：水抑制）を膵管走行と直行する

ように膵頭部に印加し、膵頭部主膵管信号を抑制後

に信号収集を行うと、信号抑制範囲外である膵尾部

側から流入してきた膵液が、無信号を背景として高

信号に描出される。この流入頻度と距離より膵外分

泌機能を半定量した。自己免疫膵炎患者の治療前後、

寛解状態と時系列で膵液流測定フォローを行った。 

 

（倫理面への配慮）慶應義塾大学倫理審査委員会に

よる承認（番号 20150246） 

 

C. 研究結果 

AIP 患者 16 例を対象として、ステロイド導入前

後でシネ MRCP を測定したところ、分泌頻度は 8.47±

5.94 から 16.47±4.32 に有意に改善した。 

また、治療開始後に萎縮が進行した症例は同時に

膵液流も減少しており、AIP 患者において萎縮に

よる膵外分泌機能の低下を評価することができ

た。 

 

Ｄ．考察 

 外来診察で簡便に膵外分泌機能を半定量するこ

とが可能であり、一般的な臨床現場で応用されてい

くことが期待される。 

 

Ｅ．結論 

 シネダイナミック MRCP を用いることで、AIP

の外分泌機能を膵液流の半定量化することで評価

することが可能となった。高度の炎症細胞浸潤によ

る膵実質への障害の程度や、治療介入の時期の遅れ

により膵外分泌能が回復しない症例が示された。ま

た、慢性膵炎と異なり AIP ではステロイド治療に

よる炎症の改善により外分泌機能が改善すること

も示された。その一方で、治療後に一時的に膵腫大

や膵液流が改善するも急速に萎縮し慢性膵炎に移

行した症例も有り、ステロイド投与量をふくめた、

治療導入方法の解析に有用ではないかと考える。 

 

 

Ｆ．健康危険情報 

  なし 

研究要旨 膵外分泌機能を簡便に評価する事が可能なシネダイナミックMRCPをもちいることで自
己免疫性膵炎の治療効果をみることが可能であった。膵液流の変化から病態を把握することが可能
であった。 
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Ｇ．研究発表 

 1.  論文発表 なし 

2.  学会発表 

Usefulness of cine-dynamic MRCP using 

spatially selective IR pulse for autoimmune 

pancreatitis（第 11回 IgG4研究会 2019年 11月

6日） 

Ｈ．知的財産権の出願・登録状況 

  （予定を含む。） 

 1. 特許取得 なし 

 2. 実用新案登録 なし 


